
令和３年版環境白書 

第２章 安全で安心できる生活環境の保全  

２．大気環境等の保全と対策 

⑷ 騒音・振動・悪臭防止対策の推進 

 ① 道路騒音・航空機騒音のモニタリング

⑴ 事業目的 

① 自動車騒音の概況 

自動車本体からの騒音は、エンジン、吸排気系、タイヤ等から発生しますが、沿道においては、

道路の構造、交通量、車種、速度等の要因が複雑に絡みあって自動車騒音となっています。した

がって、これらの問題を抜本的に解決するためには、自動車本体からの騒音の低減化の他、走行

状態の改善、交通量の抑制、道路構造の改善、沿道周辺対策を総合的に推進していく必要があり

ます。 

   自動車騒音対策については、騒音に係る環境基準が平成10年９月に設定されており、これを目

標として自動車騒音の許容限度の段階的強化等、自動車騒音防止対策が国において進められて

います。 

② 航空機騒音の概況 

県内で航空機騒音の影響を受けると考えられる地域は、島根県が設置・管理する出雲空港、石

見空港及び隠岐空港周辺、防衛省が設置・管理（民航共用）する鳥取県の美保飛行場周辺です。 

出雲空港及び美保飛行場については、昭和60年から航空機騒音調査を実施しています。 

航空機騒音に係る環境基準が国において定められており、この基準は、空港周辺地域における

航空機騒音をLden（時間帯補正等価騒音レベル）で評価し、値が57デシベル又は62デシベル以下

になるようにするというもので、これを当てはめる地域は知事が指定します。評価指標について

は、平成19年12月に環境の告示が一部改正され、平成25年４月からWECPNL（加重等価継続感覚騒

音レベル）がLdenに変更になりました。 

出雲空港周辺については、都市計画法に基づく用途地域の指定はないものの、航空機騒音から

生活環境を保全すべき地域が存在すると考えられることから、出雲市の一部地域を、地域類型Ⅱ

（Lden値62デシベル以下）に指定しています。また、美保飛行場周辺については、環境基準は設

定していませんが、島根・鳥取両県知事の申合せで、島根県側で美保飛行場の騒音問題が生じれ

ば、鳥取県から空港へ騒音対策を求めてもらうことになっています。 

⑵ 取組状況 

① 自動車騒音の概況 

自動車騒音の常時監視については、権限移譲により平成24 年度から市の区域については市が

実施し、県は町村の区域について実 施することとなりました。町村の区域の評価は、「自動車騒

音常時監視５ヵ年計画」に基づき行うこととしています。令和２年度は、津和野町において自動

車騒音測定を実施しましたが、基準値超過はありませんでした。 

   なお、雲南市を除く７市は自動車騒音について、騒音指定地域内においてその測定値が一定の

限度を超え、道路周辺の生活環境が著しく損なわれていると認められるときは、県公安委員会又

は道路管理者に対策の要請又は意見を述べることができます。 



【担当課】 

② 航空機騒音の概況 

令和２年度の調査結果は、資料編：表１のとおりで、環境基準（美保飛行場については環境基

準相当値）を達成しました。今後も継続して航空機騒音調査を行い、出雲空港周辺の環境基準の

達成状況を把握するとともに、美保飛行場周辺についても継続して監視します。 

⑶ 参考情報 

 島根県ホームページ（騒音・振動・悪臭） 

https://www.pref.shimane.lg.jp/infra/kankyo/kankyo/soon_sindo_akushu/

所属名 問い合わせ先 

（主）環境政策課 0852-22-6379 


